
▲グループ内で意見を出し合う参加者たち ▲信号待ちのドライバーに交通安全啓発物資を配る参加者

　千葉災害対策コーディネーター茂原は２月３日、総合
市民センターで「避難所設置・運営訓練」を開催し、同
団体の会員を含む30人が参加しました。
　複雑な場面を想定した「非常時避難場所開設・運営訓
練（HUG）ゲーム」を体験した参加者は「訓練を重ね
ないと瞬時に対応策を考えるのは難しいので、今後は一
般市民の方に多く参加いただき訓練を継続してほしい」
と話していました。
　また、無洗米を使った非常食の調理や、ツナ缶の油を
使ったオイルランプなども体験し、協力し合いながら防
災減災の意識を高めていました。

　１月10日、市内野巻戸交差点付近で、茂原警察署、長
生地域振興事務所、茂原地域交通安全活動推進委員協議
会、茂原交通安全協会茂原支部、茂原交通安全母の会、
茂原市交通モニターおよび市生活課が、交通安全を呼び
かける街頭啓発活動を行いました。
　これは、毎月10日（交通安全の日（アクション10））に、
地域で連携した街頭啓発を行うことで、交通安全意識の
高揚を図るものです。
　参加者たちは、交通安全啓発物資を配り、交通安全を
呼びかけました。

いざというときに備えて 交通安全の日（アクション10）
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▲リモコンを上手に使いこなし優勝した古山孔亮君（中央） ▲整理された古文書を眺める伊藤さん

　１月26日、中央公民館で第13回自然科学実験イベント
「牛乳パックカーをつくろう！」が開催されました。茂
原市教育研究会理科部会の先生や茂原少年少女発明クラ
ブ・おもちゃの病院の指導員が講師となり、リモコンで
動く牛乳パックカーを作製し、競技会を行いました。優
勝の古山　孔

こう

亮
すけ

君（中の島小学校４年生）は、「初めて
の参加で優勝することができて驚いています！」と喜ん
でいました。
　このイベントは、長生郡市内の33事業所の協賛金によ
り運営しています。

　このほど、市内国府関の伊藤正利さん宅の蔵で、国府
関村役場（当時）からの書状や寺発行の通行手形など、
江戸時代から明治時代前半頃の品々百数十点が見つかり
ました。
　これらは、伊藤さんの先祖が代々残してきた物で、数
年前に蔵を整理した際に発見されました。書かれている
内容を古文書調査員に解読してもらい、同敷地内に建設
した「瓢々亭」と名付けた倉庫に新たに整理し直しました。
　伊藤さんは、これらの貴重な資料の数々を眺めて自分
のご先祖が生きていた頃に思いを馳せていました。

工作好きの子どもたちが、
いざ勝負！

ご先祖様が残した
貴重な品々NO.07 NO.05
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